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This study aims to investigate the relationship among autistic traits, metacognition, and 
communication skills. Three-hundred and nine undergraduate students completed the Autism-
Spectrum Quotient (AQ); the ENDCOREs scale, which measures general communication skills; 
and the Adults’ Metacognition Scale. We used Structural equation modeling to evaluate the 
hypothetical model. Autistic traits had a significant negative effect on metacognition and 
communication skills. Metacognition had a significant positive effect on communication skills. 
These results suggest that autistic traits negatively affected communication skills directly and 
indirectly via metacognition. Further,  these results suggest that undergraduate students with 
autistic tendencies tend to have low communicative and metacognitive abilities. This study 
suggests that autistic students’ poor metacognition is a mediator of communicative difficulties.
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目　的
　日本学生支援機構（2015）の調査では，全国の大
学に在籍する障害学生のうち，約 11％が高機能自閉
症等（アスペルガー症候群を含む）の自閉スペクト
ラム症（Autism Spectrum Disorder, 以下 ASD）に
含まれる学生であるとされている。日戸（2014）に
よれば，ASD の大学生は進学や就職というライフス
テージの変化に伴い，人間関係によるストレスの対
処など発達的課題が生じやすいとされている。
　DSM－5 によれば，ASD は「社会的コミュニケー
ションおよび対人的相互反応における持続的な欠陥」
と「限定された反復する様式の行動，興味，活動」
の 2 領域の症状によって特徴づけられる（American 
Psychiatric Association，2013 日本精神神経医学会，
2014）。上述のような ASD の大学生にみられる発達
的課題の背景には，ASD に特有の社会的コミュニケ
ーションの問題が関与している可能性がある。すな
わち，ASD の大学生は相手の表情や意図を読み取る
ことや，場の雰囲気を読むことが困難であるため，
会話においても双方向のコミュニケーションが成立
せず，場の共有という要素が抜け落ちてしまう。そ
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の結果として，話題の中心が常にずれた状況で会話
が続き，話がかみ合わないなどの問題が起こりやす
い（杉山，2002）。このような社会的コミュニケーシ
ョンの問題は，ASD の大学生の学生生活において重
大な不利益をもたらすことが指摘されている。例を
挙げると，授業において協調性が求められるペアワ
ークがこなせない，場にそぐわない発言により周囲
から奇異だと捉えられて孤立してしまう，異性に不
適切な働きかけをすることでストーカー扱いを受け
るといった問題が指摘されている（岩田，2011）。
　青年期の ASD における社会的コミュニケーショ
ンの問題には，ソーシャルスキルトレーニング
（Social Skills Training, 以下 SST）の有効性が示さ
れている。たとえば中島・鈴木・丸山（2015）は，
ASD の大学生を含む学生相談室の来談者を対象に
SST を実践し，ソーシャルスキルの自己評定・他者
評定がいずれも上昇したことを報告している。また
山本・香美・小椋・井澤（2013）は，ASD の基準を
満たす 19 歳から 27 歳までの青年に対して SST を行
い，標的とされたソーシャルスキルのほとんどの評
価得点が上昇したことを示している。一方，青年期
の ASD に対する SST の課題として，効果が持続的
に続かないことが指摘されている。山本他（2013）
は前出した ASD の青年に対する SST の効果研究に
おいて，介入直後の時点では改善が認められていた
ソーシャルスキルが，介入から時間が経過するにつ
れて低下することを報告している。これらのことか
ら，ASD の青年を対象とした SST には一定の効果
があるものの，効果の持続性という点を考慮すると
従来の SST の手続きを何らかの形で改善する必要が
あると考えられる。
　SST の効果を長期的に持続させるための付加的な
介入への示唆として，単なるソーシャルスキルの獲
得に留まらず，メタ認知の水準から新たなソーシャ
ルスキルを自発的に学習する能力を身につけること
の重要性が指摘されている（米田，2009）。安藤・栗
田・熊谷（2015）は，ASD の青年に対して SST を
実施し，対象者が自己の能力をより客観的に評価で
きるようになった要因として，メタ認知機能が改善
されたことを示唆している。メタ認知とは自分で自
分の心的状態を認識する心理機構であり，状況に適
応できるように自己調整を図ったり，適応できるよ
うに状況を作り替えることを可能にするものである
（丸野，2007）。メタ認知の重要性は社会的コミュニ
ケーションにおいても指摘されており，Sawyer, 
Williamson, & Young（2014）は，他者の感情を適切
に判断するためには，メタ認知が機能することが重
要であることを述べている。
　以上のような観点に立つと，ASD にみられる社会
的コミュニケーション問題の背景として，メタ認知
が十分に機能していない可能性が推測される。児童
を対象とした研究では，ASD 児は定型発達児よりも
メタ認知機能に困難が認められることが報告されて
お り（ 玉 木・海 津，2012 ），成 人 を 対 象 と し た
Williams & Lind （2014）の調査においても，同様の
結果が示されている。大学生の ASD においても同
様にメタ認知の機能不全が認められるとすれば，社
会的コミュニケーションの問題の背景にメタ認知の
問題が介在していることが推察される。
　なお自閉スペクトラム症の概念は，ASD と健常者
との連続性が仮定されている。神尾・森脇・武井・
稲田・井口・高橋・中鉢（2013）は，ASD の評価尺
度として妥当性が示されている対人応答性尺度を用
いて，通常学級に通う児童生徒 22529 名を対象に，
自閉症状が一般児童集団内でどのような分布を示す
のかについて調査を行った。調査の結果によると，
対人応答性尺度のスコア分布は不連続点を持たずな
めらかな分布を示し，ASD 群を区別するギャップが
見られなかったことが報告されている。このことは，
ASD に特異的な自閉症状および自閉的行動特性が，
自閉症スペクトラムという 1 つの行動次元上に連続
的に分布することを示しており，ASD 特性を一定以
上持つと社会適応が困難になり，代償スキルの獲得
が行われない場合は，QOL を低下させる要因となり
得ることを示唆している（神尾他，2013）。ASD 的
な行動特性が連続的に分布することは，ASD 傾向を
測定する自己記述式の質問紙である AQ（Autism-
spectrum Quotient : AQ, Baron-Cohen, Wheelwright, 
Skinner, Martin & Clubley, 2001）でも述べられてお
り（Baron-Cohen et al., 2001），健常者を対象として
ASD 傾向を測定することによって，ASD のアナロ
グ研究が実施できる可能性も示唆されている（若林，
2003）。
　以上のような観点から本研究では，大学生を対象
とした調査研究を行い，ASD 傾向，メタ認知，コミ
ュニケーション・スキルの変数間の関連を明らかに
することを目的とした。
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方　法
調査対象者
　関西圏の私立大学に在籍する大学生 453 名（男性
303 名，女性 150 名，平均年齢 21.12 歳，標準偏差
1.91 歳）を調査の対象とした。
調査時期および調査方法
　2015 年 1 月に調査を実施した。調査は大学の講義
終了後の時間を利用して行われ，無記名の質問紙を
集団配布して回答を求めた。
質問紙
　1．AQ 日 本 語 版（ Autism-spectrum Quotient : 
AQ, Baron-Cohen et al., 2001；若林・東條・Baron-
Cohen・Wheelwright，2004）を使用した。原版の
AQ は 50 項目から構成される自己回答式の尺度であ
り，健常範囲の知能を持つ成人の自閉症傾向を測定
できる。回答は 4 件法で求められ，各項目につき自
閉症傾向が高いとされる側から 2 つの選択肢を選ん
だ場合には 1 点が，低いとされる側から 2 つの選択
肢を選んだ場合には 0 点として得点化した。下位尺
度は，「社会的スキル」「注意の切り替え」「細部への
注意」「コミュニケーション」「想像力」の 5 つであ
る。項目例は，社会的スキル（新しい友人をつくる
ことはむずかしい），注意の切り替え（新しい場面
（状況）に不安を感じる），細部への注意（数字に対
するこだわりがある），コミュニケーション（冗談が
わからないことがよくある），想像力（小説のような
フィクションを読むのは，あまり好きではない）な
どである。高得点ほど ASD の傾向を強く示してお
り，診断的妥当性および健常者の個人差の測定尺度
として，一定の妥当性を持つとされている（若林他，
2004）。
　2．ENDCOREs（藤本・大坊，2007）は，コミュ
ニケーション・スキルを言語能力から対人能力にわ
たる 6 種類のスキルからなる複合概念として測定す
る尺度である。自己統制，表現力，解読力，自己主
張，他者受容，関係調整の 6 因子 24 項目で構成され
ており，回答は 7 件法で求められる。「かなり苦手
（1 点）」「苦手（2 点）」「やや苦手（3 点）」「ふつう
（4 点）」「やや得意（5 点）」「得意（6 点）」「かなり
得意（7 点）」で得点化を行った。項目例は，自己統
制（まわりの期待に応じた振る舞いをする），表現力
（自分の考えを言葉でうまく表現する），解読力（相
手の考えを発言から正しく読み取る），自己主張（会
話の主導権を握って話を進める），他者受容（相手の
意見や立場に共感する），関係調整（人間関係を第一
に考えて行動する）などである。高得点ほどコミュ
ニケーション・スキルが高いことを示し，Kiss18 や
自尊感情尺度との間で妥当性が支持されている（藤
本・大坊，2007）。
　3．成人用メタ認知尺度（阿部・井田，2010）は，
Schraw & Dennison（1994）によって開発された
Metacognitive Awareness Inventory の日本語版で
あり，「モニタリング」「コントロール」「メタ認知的
知識」の 3 因子からメタ認知を測定することが可能
である。28 項目から構成されており，評定は 6 件法
で行われる。「全くあてはまらない（1 点）」「あまり
あてはまらない（2 点）」「ややあてはまらない（3
点）」「ややあてはまる（4 点）」「だいたいあてはま
る（5 点）」「とてもよくあてはまる（6 点）」で得点
化を行った。成人用メタ認知尺度は，先行研究にお
いて信頼性が示されているものの，妥当性は示され
ていない（阿部・井田，2010）。そのため，確認的因
子分析を行った結果，適合度指標は x2＝444.45, p
＜.001, GFI＝.91, AGFI＝.88, CFI＝.95, RMSEA
＝.042 であり，因子的妥当性の高さが示された。項
目例は，モニタリング（意識的に立ち止まり，自分
の理解を確認する），コントロール（理解できないと
きには，やり方を変えてみる），メタ認知的知識（過
去にうまくいったやり方を試みている）などである。
高得点ほどメタ認知能力が高いことを示す。
倫理的配慮
　本研究は研究実施機関の倫理委員会による承認を
受けている。調査への回答は任意であり，回答の内
容などによる不利益を被ることはないこと，結果は
統計的に処理し外部に漏洩することはない旨を書面
にて対象者に説明し，回答が得られたことをもって
参加同意が得られたものとした。
統計処理
　統計解析は，IBM SPSS Amos ver.22 を用いた。
結　果
分析対象者
　質問紙に記入漏れ・記入ミスのあった対象者を除
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いた 309 名（有効回答率 68.2％，男性 199 名，女性
110 名，平均年齢 20.98 ± 1.80 歳）を分析対象者と
した。
各尺度の記述統計量の算出
　本研究で用いた AQ, ENDCOREs，成人用メタ認
知尺度の下位尺度得点の平均値と標準偏差を示した
（Table 1）。AQ の合計得点は，若林他（2004）の大
学生群と比べて高く，特に女性の合計得点が高いこ
とが示された。
　各尺度の合計得点に関して，t 検定を用いて男女
比較を行った結果，全ての尺度で有意な差はみられ
なかった。（AQ: t＝1.87, df＝307, n.s. ; ENDCOREs : 
t＝1.29, df＝307, n.s. ; 成人用メタ認知尺度 : t＝0.49, 
df＝307, n.s.）。このことから，以下の分析では男女
のデータを総じて検討を行った。
　なお，AQ のカットオフポイントである 33 点以上
を基準に，カットオフポイントを上回る学生の割合
を算出したところ，3.6％（11 名）であった。
ASD傾向，コミュニケーション・スキル，メタ認知
の関連
　AQ, ENDCOREs，成人用メタ認知の各下位尺度
得点間で，相関係数を算出した（Table 2）。
　その結果，AQ の「社会的スキル」「注意の切り替
え」，「コミュニケーション」，「想像力」，ENDCOREs
の各下位尺度，成人用メタ認知尺度の各下位尺度に
おいて，それぞれ中程度から弱い負の相関がみられ
た。
　次に，ASD 傾向とメタ認知がコミュニケーショ
ン・スキルに与える影響を検討するために，構造方
程式モデリングによる解析を行った。パラメータ推
Table 1　本研究で用いられた尺度の平均得点と標準偏差
男性（n＝199） 女性（n＝110） 全体（N＝309）
M SD M SD M SD
自閉スペクトラム症傾向
社会的スキル 3.90 2.33 4.59 2.45 4.15 2.40
注意の切り替え 5.02 1.89 5.56 1.82 5.21 1.88
細部への注意 4.78 1.99 5.04 2.21 4.88 2.07
コミュニケーション 4.01 2.16 4.05 2.09 4.02 2.13
想像力 3.84 1.71 3.40 1.74 3.68 1.73
メタ認知
メタモニタリング 38.44 9.16 38.08 9.79 38.31 9.37
メタコントロール 34.13 7.40 35.18 7.27 34.50 7.36
メタ認知的知識 33.01 6.34 33.48 5.79 33.18 6.15
コミュニケーション・スキル
自己統制 17.82 4.50 17.66 4.05 17.76 4.34
表現力 16.10 4.89 15.25 4.68 15.80 4.82
解読力 18.53 5.17 17.99 4.32 18.34 4.88
自己主張 16.46 4.88 14.77 4.18 15.86 4.71
他者受容 19.22 4.74 19.88 4.16 19.45 4.54
関係調整 18.47 4.37 17.77 4.29 18.22 4.35
Table 2　本研究で用いられた尺度の相関係数
自閉スペクトラム症傾向 メタ認知
社会的スキル 注意の切り替え 細部への注意 コミュニケーション 想像力 メタモニタリング メタコントロール メタ認知的知識
メタ認知
メタモニタリング -.34＊＊ .30＊＊ -.24＊＊ -.31＊＊
メタコントロール -.30＊＊ .22＊＊ -.20＊＊ -.33＊＊
メタ認知的知識 -.35＊＊ -.27＊＊ -.46＊＊
コミュニケーション・スキル
自己統制 -.34＊＊ -.29＊＊ .25＊＊ -.40＊＊ -.37＊＊ .38＊＊ .37＊＊ .42＊＊
表現力 -.56＊＊ -.34＊＊ .26＊＊ -.51＊＊ -.33＊＊ .37＊＊ .31＊＊ .26＊＊
解読力 -.45＊＊ -.34＊＊ .28＊＊ -.52＊＊ -.47＊＊ .34＊＊ .38＊＊ .38＊＊
自己主張 -.53＊＊ -.40＊＊ .22＊＊ -.43＊＊ -.25＊＊ .50＊＊ .41＊＊ .30＊＊
他者受容 -.46＊＊ -.36＊＊ -.33＊＊ .24＊＊ .33＊＊ .41＊＊
関係調整 -.54＊＊ -.22＊＊ .20＊＊ -.39＊＊ -.33＊＊ .33＊＊ .32＊＊ .33＊＊
＊＊p＜.01
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定には最尤法を用いた。モデルの作成にあたっては，
ASD 傾向がコミュニケーション・スキルに直接向か
う経路と，メタ認知を媒介する経路を仮定した。修
正指数に基づき，x2 値の改善度が 2 以上であった場
合には誤差間に共変を仮定してモデルの修正を行っ
た。分 析 の 結 果，モ デ ル 適 合 度 は x2＝200.08, p
＜.001, GFI＝.91, AGFI＝.87, CFI＝.93, RMSEA
＝.079 であり，ある程度の妥当性が示された。最終
モデルを Figure 1 に示す。Figure 1 には潜在変数，
観測変数，標準化係数を記載しており，誤差変数間
の共変関係は省略している。
　分析の結果，ASD 傾向からメタ認知に対して有意
な負のパスが示された（β＝－.53, p＜.001）。ASD
傾向からコミュニケーション・スキルに対しても，
同様に有意な負のパスが認められた（β＝－.83, p
＜.001）。加えて，メタ認知からコミュニケーショ
ン・スキルへの正のパスが有意であった（β＝.16, 
p＜.01）。以上の点から，ASD 傾向がコミュニケー
ション・スキルに与えるネガティブな影響には，ASD
傾向から直接的に影響している部分と，メタ認知を
媒介として間接的に影響を及ぼしている部分が存在
することが示唆された。
考　察
　本研究の目的は，大学生を対象に，ASD 傾向，メ
タ認知，コミュニケーション・スキルの関連につい
て検討することであった。
　構造方程式モデリングによる解析の結果，（a）
ASD 傾向が高い大学生は，コミュニケーション・ス
キルとメタ認知が共に低くなること，（b）メタ認知
が低くなるとコミュニケーション・スキルも低くな
ることから，ASD 傾向の大学生が抱えるコミュニケ
ーションの問題にはメタ認知が介在している可能性
があること，といった知見が得られた。
　本研究の結果から，ASD 傾向が高い大学生ではメ
タ認知やコミュニケーション・スキルが低いことが
推測される。高橋・玉木・山脇（2012）は，ASD 傾
向と社会的スキルの関連について検討しており，
ASD 傾向が高い学生は社会的スキルが低いことを示
している。玉木・海津（2012）は，ASD 児が「問題
解決に向けて自主的に活動する」，「見通しを立てる」
などのメタ認知が必要とされる実行機能に困難を抱
えることを指摘している。しかし，ASD 傾向とメタ
認知とコミュニケーション・スキルの関連について
検討を行った研究はこれまでに報告されておらず，
本研究は ASD 傾向が高い大学生が抱えるコミュニ
Figure 1　自閉スペクトラム症傾向とコミュニケーション・スキルのメタ認知媒介モデル（＊＊ p<.01 , ＊＊＊ p＜.001 ）
関西大学心理学研究　2018 年　第 9 号64
ケーションの問題の背景を理解する上で新しい知見
をもたらすものであると言える。
　また，本研究ではコミュニケーション・スキルに
メタ認知が関与する可能性が示された。コミュニケ
ーションにおけるメタ認知の重要性は様々な先行研
究が指摘している。たとえば，石井（2006）は状況
や関係性に応じてコミュニケーションスタイルを変
化させる背景にメタ認知が影響を与えていることを
示唆している。また谷口（2010）は，コミュニケー
ション教育の目標をメタ認知能力の育成として捉え，
自己のコミュニケーションをモニタリングし，それ
に基づいてことばや行為をコントロールすることの
重要性を示している。本研究の結果はこれらの先行
研究と一致したものであり，良好なコミュニケーシ
ョンを行う上でメタ認知が重要な役割を果たしてい
る可能性を改めて示したものであると言える。
　一方で，ASD 傾向の高い学生はメタ認知機能に問
題を示しがちである可能性がある。Williams（2010）
は ASD を抱える人が自己認識に関するメタ認知機
能に困難を抱えることを指摘しており，Sawyer et 
al.（2014）は，彼らのソーシャルスキル行使が不十
分である背景にメタ認知機能の不全を挙げている。
また，他者の心的状態を推測する認知能力である「心
の理論」にはメタ認知的行動が必要とされ（渡邊，
2008），他者との社会的相互作用の中で重要視される
心のはたらきであるが，ASD の人々は他者の意図を
読み取ることが特に困難である（苧阪，2014）。本研
究においても ASD 傾向はメタ認知に対して抑制的
に働くことが示唆されており，ASD 傾向の高い大学
生がメタ認知機能の困難も抱えることでコミュニケ
ーションの問題をより深刻にしているという実態が
見てとれる。Sawyer et al.（2014）は，他者の感情
を適切に判断するためには，メタ認知的活動である
モニタリングが機能することが重要であることを述
べている。また，Grainger, Williams & Lind（2014）
は，ASD 者のメタ認知のモニタリング機能が十分に
働いていない可能性を示唆している。これらの知見
を踏まえると，コミュニケーション・スキルに影響
を及ぼすメタ認知の要素として，モニタリングが重
要であることがうかがわれる。今後は，コミュニケ
ーション・スキルに影響を与えるメタ認知の要素の
同定が求められる。
　最後に本研究の限界と今後の課題を述べる。本研
究では，ASD 傾向，メタ認知，コミュニケーショ
ン・スキルの把握に自己記入式の質問紙を使用して
おり，情報源が自己評定のみに限定されている。メ
タ認知機能に困難がみられる対象者は，内省的な自
分の認知過程を正確に捉えられず，回答の正確さが
低下することが懸念されるため，行動指標や他者評
価に基づく客観的な方法によって査定することが望
まれるとともに，複数の大学の学生を対象にしたデ
ータを検討することが必要である。また，メタ認知
尺度は信頼性と妥当性の検証が十分に確保されてい
ない。そのため，本研究の結果の解釈は慎重に行う
べきである。さらに，メタ認知尺度の項目内容が学
習場面に大きく依存しているため，コミュニケーシ
ョン・スキルに関連するメタ認知機能を十分に把握
していない可能性が示唆される。メタ認知は学習と
の関連研究が多く（阿部・井田，2010），社会的文脈
におけるメタ認知を測定する尺度の開発は行われて
いない。今後は，社会的文脈に関連したメタ認知尺
度を用いることで，より詳細な検討が可能になると
考えられる。
　次に，本研究ではメタ認知の脆弱性について，
ASD の観点から議論している。しかし，メタ認知の
脆弱性は，知的障害や注意欠如・多動性障害にも認
められることが示されている（田中，2008）。そのた
め，メタ認知がコミュニケーション・スキルに及ぼ
す影響については，これらの障害別に検討を行うこ
とが必要である。
　また，メタ認知がコミュニケーション・スキルに
与える影響は，ASD 傾向から直接コミュニケーショ
ン・スキルに与えている影響と比較して，相対的に
小さいことに留意しなければならない。ASD 傾向か
らコミュニケーション・スキルに影響を与える要因
には，メタ認知以外の媒介変数が関与していること
が示唆される。したがって，コミュニケーションに
影響を与える要因を多面的に検討することが重要で
ある。
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要旨
　自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder, 以
下 ASD）傾向，メタ認知，コミュニケーション・スキル
の変数間の関連を明らかにするために，大学生 309 名を
対象に AQ, ENDCOREs，成人用メタ認知尺度を用いて
調査を実施した。ASD 傾向とメタ認知がコミュニケーシ
ョン・スキルに与える影響を検討するために，構造方程
式モデリングによる解析を行ったところ，ASD 傾向から
メタ認知とコミュニケーション・スキルに対して有意な
負のパスが示され，メタ認知からコミュニケーション・
スキルへ有意な正のパスが示された。このことから，メ
タ認知が低くなるとコミュニケーション・スキルも低く
なり，ASD 傾向の大学生が抱えるコミュニケーションの
問題には，メタ認知が介在している可能性が示唆された。
キーワード：自閉スペクトラム症傾向，メタ認知，コミ
ュニケーション・スキル，大学生
